
決算書掲載頁　239

内
訳

市内の生涯学習・社会教育に関わるミュージアム施設等の相互の連携を深め、それぞれの施設がもつ魅力や社会貢献
活動を通じて、新たな学習や体験機会を創出することにより、市民の生涯学習や教育の発展、施設の活性化、さらには
地域振興を図る。

広報活動をより積極的に行い、事業を継続する。

貢
献
度

今
後
の
方
向
性

人づくりの場を充実する社会教育
元気創造都市

施
策
の
大
綱

生涯学習部ふるさと交流課

事業： ミュージアム施設等ネットワーク事業 1269

04

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第3章

目

的

総
合
評
価

妥当性

効率性

有効性

施策に対する
事業貢献度

根

拠

B

各種イベントにすることによるＰＲ活動や、小中学校園に学習プログラムを配布し、学
習・体験機会の提供をした。A

各種イベントへ参加し、ミュージパークネットの
広報活動を行った。また、市内幼・小・中学校
園に学習プログラムを配布し、体験・学習の
場を提供した。

A

A

B

目

標

ミュージパークネットを通じて、各学習施設の周知を図るため、各種イベント等へ参加する。

事
業
費
・
財
源

事業費

一人あたり

世帯あたり

財
源
内
訳

総コスト

人件費

公債費 評
価
理
由

一般財源

国府支出金

地方債

その他特定財源

2,477

22

52

800

1,677

0

800

0

0

0

事業費 800

(決算額) (千円) (千円)

(円)

(円)

コ
ス
ト
情
報
・
評
価

所管課

市内の生涯学習・社会教育に関わるミュージアム施設等の相互の連携を深め、それぞれの施設がもつ魅力や社会貢献
活動を通じて、新たな学習や体験機会を創出することにより、市民の生涯学習や教育の発展、施設の活性化、さらには
地域振興を図る。

事
業
費
・
財
源

細事業：ミュージアム施設等ネットワーク事業 01事業
優先順位

事業
実施主体

事業開始
年　　　度

根拠
法令

整理
番号

事業費 総コスト

人件費

公債費財
源
内
訳

内
訳

平成25年度 平成24年度 比　較 平成25年度 平成24年度 比　較

目

的

妥当性 効率性 有効性評

価

今
後
の
方
向
性

職員数

再任用職員数

1

協働 平成20年度

河内長野市民

広報活動をより積極的に行い、事業を継続する。

A A B

一般財源

2,477800

1,677

0

0.22

0.00

800

0

0

0

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

市内の生涯学習・社会教育に関わるミュージアム施設の連携の強化する。また、ミュージパークネットを通して、各学習
施設の周知を図るため、各種イベント等へ参加する。目

標

一人あたり

世帯あたり 52

22

事業費

参
考

800

(円)

(円)

(人)

(人)

コ
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・
従
事
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員
数

その他特定財源

0

0

国府支出金

地方債

400

400

0

0

0

1,987

1,587

0

0.20

0.00

42

18

400

400

400

0

0

0

490

90

0

0.02

0.00

10

4

400



事業：ミュージアム施設等ネットワーク事業              

市内の生涯学習・社会教育に関わるミュージアム施設等で構成される「河内長野ミュージパークネット」に支援

を行うことにより、各施設間の相互の連携及び新たな学習や体験機会の創出を推進した。 

 

 

 

細事業：ミュージアム施設等ネットワーク事業                           

１．宣伝・広報のための事業 

 各種フェアー等へ出展参加し、ミュージパークネットを広くＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．生涯学習や社会教育の推進に資する事業 

 (1) 学習プログラムの提供 

ミュージパークネットの施設が有する資源を活用して、学校と連携した取り組みにより、子どもたちに体験

と学びの機会を提供した。（参加校園数 １５校園 延べ参加人数 ２，２５５人） 

  

(2) ミュージパークフェスタ２０１４の開催 

  市民交流センターにおいてミュージパークネット主催のミュージパークフェスタ２０１４を開催し、様々な

体験機会や各施設の情報を提供した。 

 

 

  

  

市民まつり ECO FESTA くろまろキッズ全員集合 


